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「気合い入れていくぞー！」�

も　く　じ�

4/15　南丹市長杯少年野球大会�

縒 日吉町地域でＣＡＴＶのサービスを開始�
縟 応援します　あなたの子育て�
縋 第１０回記念大会日吉ダムマラソン開催�
繆 行政トピックス　殿田小学校統合式・他�
縵 郵便局で諸証明書が受け取れるようになります�
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現行のサービスを継続�
新光悦・内林地区整備�

CATVは地域と人をつなぎます�
―4―�

情報整備�

シリーズ�シリーズ�
情報整備�

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

年度�
地域�

園部�

八木�

日吉�

美山�

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

光ファイバー網整備�

光ファイバー網整備�

サービス開始�

サービス開始�

光ファイバー網整備�

光ファイバー網整備�

地上デジタル放送完全移行（7月）�

サービス開始�

園
部
町
地
域�

美
山
町
・
八
木
町
地
域�

�

今
後
の
整
備�

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

�
日吉町地域でCATVの�
サービスを開始�
日吉町地域でCATVの�
サービスを開始�
日吉町地域でCATVの�
サービスを開始� 日

吉
町
地
域
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
南
丹
市
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
が
完
了
し
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
て
引
き

続
き
、
美
山
町
・
八
木
町
地
域
で
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
七
月
、
テ
レ
ビ
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行
さ
れ

ま
す
。

南
丹
市
で
は
、
全
市
域
に
整
備

し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

日
吉
町
地
域
で
は
、
お
申
し
込

み
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
ま
で
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
引
き
込
み
工
事
が
完

了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
を
お

楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

美
山
町
地
域
で
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
の
三
カ

年
で
、
地
域
内
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
整
備
し
ま
す
。
平
成
二
十
年

四
月
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

八
木
町
地
域
で
は
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
、
地
域
の
公
共
施
設
お

よ
び
各
地
区
の
公
民
館
ま
で
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
は
各

家
庭
ま
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整

備
し
、
平
成
二
十
年
四
月
に
は
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

両
地
域
の
加
入
申
込
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
受
け
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
十
二
月

ま
で
の
加
入
促
進
期
間
に
お
申
し

込
み
い
た
だ
く
と
、
基
本
加
入
金

四
万
円
が
二
万
円
と
な
り
、
通
常

は
個
人
負
担
と
な
る
引
き
込
み
工

事
も
無
料
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
京
都
新
光
悦

村
区
域
お
よ
び
、
内
林
町
土
地
区

▲軒先に引き込まれた光ファイバーケーブル
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投
稿
ビ
デ
オ
を
募
集
し
ま
す�

送
付
先
・
お
問
い
合
わ
せ�

番
組
制
作
に�

　
　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を�

南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ�

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す�

画
整
理
事
業
区
域
に
お
け
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
五
年
度
に
ケ
ー

ブ
ル
の
張
り
替
え
が
済
ん
で
い
る

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
つ
な
が
っ
て
、
自

主
放
送
番
組
で
地
域
の
行
事
が
放

送
さ
れ
る
の
を
見
て
い
る
と
、
南

丹
市
が
合
併
し
た
こ
と
を
実
感
で

き
、
面
積
の
広
い
市
内
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
天
気
予
報
で
地
域
ご
と
の

天
気
が
常
時
細
か
く
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
身
近
な
情
報
を
、

南
丹
市
民
同
士
で
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
こ
と
を
生
か
し

て
、
地
域
の
産
業
や
人
の
交
流
を

活
性
化
し
て
い
き
、
南
丹
市
の
振

興
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
早
い
時
期
に
市
全

域
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
し
、
事
業
関
係
者
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

自
主
放
送
番
組
の
制
作
、
充
実

に
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
番
組
制
作
に
直

接
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、
情
報

を
ご
提
供
い
た
だ
く
ほ
か
、
放
送

し
た
番
組
に
対
す
る
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

番
組
制
作
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
撮
影
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を
放
映

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

最
近
の
ビ
デ
オ
機
器
の
性
能
で

あ
れ
ば
、
簡
単
に
き
れ
い
な
映
像

や
音
声
を
収
録
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
撮
影
さ
れ
た
地
域
の

お
祭
り
や
催
し
、
ま
ち
で
見
か
け

た
素
敵
な
風
景
な
ど
、
番
組
内
で

放
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
営

利
目
的
、
宗
教
目
的
の
作
品
は
、

放
送
で
き
ま
せ
ん
）

ご
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
に
、
撮
影
時
の
簡
単
な

紹
介
文
を
添
え
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す

南
丹
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

は
、
常
時
接
続
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
定
額
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

情
報
検
索
や
メ
ー
ル
な
ど
、
全

世
界
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
つ
な
が

る
環
境
が
整
い
ま
す
。

南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー

〒
六
二
二
―
〇
〇
〇
四

南
丹
市
園
部
町
小
桜
町
六
二
―
一

℡（
〇
七
七
一
）六
三
―
一
七
七
七

の
で
、
新
光
悦
・
内
林
地
区
以
外

は
現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

そ
の
ま
ま
利
用
し
、
平
成
二
十
四

年
度
お
よ
び
二
十
五
年
度
に
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
化
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
つ
な
が
る
ま
で
は

テ
レ
ビ
画
質
が
荒
か
っ
た
の
で
す

が
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
な
っ
て
、
き
れ

い
な
画
質
の
テ
レ
ビ
放
送
が
毎
日

見
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

多
く
な
っ
て
、
子
ど
も
も
大
人
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

自
主
放
送
番
組
で
は
、
学
校
や

地
域
の
行
事
で
、「
保
護
者
席
」
か

ら
見
る
よ
り
も
近
く
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

自
主
放
送
を
生
か
し
て
、
住
民

も
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
な
番
組

で
、
も
っ
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
お
も
し
ろ
い
番
組
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

森 木　昌 子さん
（日吉町胡麻）

宇 野　一 樹さん
（日吉町畑郷）
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－南丹市の子育て支援－�－南丹市の子育て支援－�

南
丹
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
環
境

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
出
産
し
、
健
や

か
な
子
育
て
を
行
え
る
よ
う
に
、
南
丹
市
で
も
そ
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
？

「
子
宝
祝
金
支
給
事
業
」「
す
こ

や
か
手
当
支
給
事
業
」
と
い
っ
た
、

安
心
し
て
出
産
し
、
子
育
て
を
し

て
い
た
だ
け
る
独
自
の
支
援
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
を
一
緒
に
な

っ
て
考
え
て
い
く
た
め
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
子
宝
祝
金
支
給
事
業

「
子
宝
祝
金
」
は
お
子
さ
ま
の

お
誕
生
を
祝
福
し
、
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
支
給
し
ま
す
。

支
給
は
市
内
に
三
年
以
上
居
住

さ
れ
て
い
る
方
が
出
産
さ
れ
た
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
第
一
子

で
五
万
円
、
第
二
子
で
十
万
円
、
第

三
子
以
降
で
三
十
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

各
支
所
健
康
福
祉
課
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
印
鑑
と

預
金
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
が
必

要
で
す
。

●
す
こ
や
か
手
当
支
給
事
業

「
す
こ
や
か
手
当
」
は
児
童
の

養
育
費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
で
生
き

生
き
と
し
た
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
家
族
の
絆

き
ず
な

を
大
切
に
し
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
は
市
内
に
三
年
以
上
居
住

さ
れ
て
い
る
方
の
お
子
さ
ん
が
、

満
五
歳
に
達
す
る
日
の
前
月
ま
で

の
間
、
第
一
子
で
三
千
円
、
第
二

子
で
四
千
円
、
第
三
子
以
降
で
六

千
円
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

各
支
所
健
康
福
祉
課
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成

市
内
に
一
年
以
上
居
住
さ
れ
て

い
る
方
で
、
小
学
校
か
ら
高
等
学

校
な
ど
を
卒
業
す
る
ま
で
の
児
童

は
、
一
カ
月
一
医
療
機
関
に
つ
き
、

二
百
円
の
負
担
で
医
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
医
療
機
関
が
発
行
す
る

領
収
書
を
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

に
あ
る
申
請
書
に
添
付
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
個
人
負

担
分
の
二
百
円
を
差
し
引
い
た
額

（
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
に
附
加
給

付
な
ど
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
給
付

額
も
差
し
引
く
）を
払
い
戻
し
ま
す
。

●
遊
び
の
広
場

乳
幼
児
と
そ
の
親
に
対
し
て
、

保
育
士
ら
に
よ
る
親
子
遊
び
・
交

流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
開

催
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
「
お
知
ら
せ
な
ん
た
ん
」
に
掲

載
し
ま
す
。
子
ど
も
同
士
・
親
同

士
が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

●
専
門
的
育
児
支
援
事
業
　

医
師
や
言
語
聴
覚
士
、
臨
床
心

理
士
ら
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
、

乳
幼
児
健
診
や
各
種
相
談
の
場
で

気
に
な
る
お
子
さ
ん
の
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
心
や
体

の
成
長
と
発
達
を
支
援
し
ま
す
。

予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各
支
所
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

妊
産
婦
期
か
ら
義
務
教
育
終
了

ま
で
の
子
育
て
期
に
あ
る
家
庭
で
、

育
児
疲
れ
や
子
育
て
な
ど
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
て
、
子
育
て
サ
ポ
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気軽に相談でき�
気軽に親子で遊べるところ�

気軽に相談でき�
気軽に親子で遊べるところ�

気軽に相談でき�
気軽に親子で遊べるところ�
－南丹市子育南丹市子育てすこやかセンター－�－南丹市子育てすこやかセンター－�

指
導
員
の
今
井
美
智
代
さ
ん
、

鴨
井
優
美
さ
ん
に
セ
ン
タ
ー
の
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
利
用
で

き
ま
す
か
？

Ａ
就
学
前
の
親
子
。
特
に
家
で
保

育
を
さ
れ
て
い
る
親
子
に
は
ぜ
ひ
、

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
は
、
四
カ
月
か
ら
二
歳

く
ら
い
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の

方
が
多
く
来
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

Ａ
子
育
て
に
つ
い
て
親
子
で
学
ん

で
も
ら
え
る
「
子
育
て
広
場
」
と
、

親
同
士
・
子
ど
も
同
士
が
遊
び
な

が
ら
交
流
し
て
も
ら
え
る
「
集
い

の
広
場
」
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。「
子
育
て
広
場
」
で
は
栄
養

士
や
保
育
士
、
歯
科
衛
生
士
の
方

が
子
育
て
に
関
す
る
お
話
を
さ
れ

ま
す
。「
集
い
の
広
場
」
で
は
お
話

し
会
や
折
り
紙
教
室
な
ど
、
遊
び

な
が
ら
交
流
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
い
つ
開
い
て
ま
す
か
？

Ａ
平
日
の
昼
間
は
サ
ロ
ン
と
し
て

解
放
し
て
い
ま
す
。
催
し
が
無
く

て
も
、
時
間
が
あ
れ
ば
セ
ン
タ
ー

に
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
指
導
員
が

日
ご
ろ
の
子
育
て
の
悩
み
や
相
談

も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
安
心
し
た
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
応
援
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
子
育
て

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
園
部
町
小
桜
町
四
三
―
二
）

※
園
部
幼
稚
園
に
隣
接

℡
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
八
二

ー
タ
ー
を
派
遣
し
、
子
ど
も
の
世

話
や
家
事
な
ど
を
助
け
、
健
や
か

な
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

支
所
健
康
福
祉
課
ま
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
母
子
健

康
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
補
助

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
さ
れ

た
満
六
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護

者
を
対
象
に
、補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。補
助
金
は
一
万
円
を
上
限

に
、購
入
費
用
が
一
万
円
未
満
の
も

の
は
そ
の
額
と
し
、百
円
未
満
を
切

り
捨
て
た
額
を
補
助
し
ま
す
。補
助

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、支
払

い
を
さ
れ
て
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
、

領
収
書
ま
た
は
販
売
証
明
書
を
添

え
て
、各
支
所
健
康
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
福
祉
事
務
所

℡
〇
七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
七

各
支
所
健
康
福
祉
課

園
部
℡
六
八
―
〇
〇
一
〇

八
木
℡
四
二
―
〇
〇
二
二

日
吉
℡
六
八
―
〇
〇
三
二

美
山
℡
六
八
―
〇
〇
四
一

ここに来たら、同じ年くら
いの子どもが集まってくるの
で、子ども同士楽しく遊んで
います。親同士も子育ての話
ができる交流の場として、と
ても助かります。

松
村
　
亜
紀
子
さ
ん

琴
音
ち
ゃ
ん

（
1
歳
7
カ
月
）

平日の昼間でも施設を開放
してくれているので助かりま
す。子ども同士も、楽しく遊
びながら社会性が身に付く良
い環境で、ありがたいです。

寿
子
さ
ん

遼
永
く
ん

（
1
歳
1
カ
月
）

高
橋�

指導員
今井美智代さん（右）
鴨井　優美さん（左）

▲親子で遊びながら交流できます



習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
最

後
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
元
気
に
選
手
宣
誓
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
十
回
大
会
を
記

念
し
て
来
賓
の
方
々
に
よ
る
山
桜

の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
、
ス
タ
ー
タ
ー
を

務
め
る
佐
々
木
市
長
の
号
砲
で
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
皮
切
り
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ー
ス
、
一
〇
誅
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

ま
た
、
十
回
大
会
を
記
念
し
て
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
真
木
和

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ー
ス
に
参
加
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

雨
の
降
る
中
で
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
沿
道
に
つ
め
か
け
た

市
民
や
観
光
客
の
声
援
も
後
押
し

と
な
り
、
大
会
新
記
録
が
出
る
な

ど
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、

日
吉
ダ
ム
周
辺
が
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
、
府
民
の
森
ひ

よ
し
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

と
し
て
、
第
十
回
記
念
大
会
日
吉

ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
千

七
百
四
十
五
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
新

緑
あ
ふ
れ
る
日
吉
ダ
ム
湖
畔
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
井
尻
治
大
会
会

長
が
、「
き
れ
い
な
ダ
ム
湖
畔
を
、

け
が
の
な
い
よ
う
快
走
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
南
丹
市
日
吉
町
在
住

の
坂
野
克
さ
ん
、
裕
子
さ
ん
、
光

風
君
、
朝
光
君
親
子
が
、「
わ
た
し

た
ち
選
手
一
同
は
、
日
ご
ろ
の
練

6
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第10回記念大会　日吉ダムマラソンの記録（敬称略）�

種　　　目� 優　勝　者� 優勝タイム�

ハーフ�
マラソン�

10㌔�
ロードレース�

ファミリーレース（3.5㌔）�

男
　
子�

女
　
子�

男　子�

女　子�

18～40歳� 水田　和宏� 1時間12分52秒�

大石　哲也� 32分10秒�

中島　早苗� 37分21秒�

太田　　翔� 10分55秒�

柿原　貴次� 1時間17分08秒�41歳以上�

坂根充紀栄� 1時間29分01秒�18～40歳�

川田　千秋� 1時間29分34秒�41歳以上�

（21.0975㌔）�

新�

新�

新�…大会新記録�

▲雨の中を懸命に走るランナー ▲宣誓をする坂野さん親子

▲ゴールに到着

第10回記念大会回記念大会日吉日吉ダムマラソン開催開催�第10回記念大会日吉ダムマラソン開催�



日
吉
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
は
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
大

会
の
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

コ
ー
ス
上
で
の
給
水
係
や
監
察

係
、
受
付
係
、
駐
車
場
係
、
環
境

美
化
係
、
前
日
の
会
場
設
営
や
後

片
付
け
な
ど
、
三
百
五
十
人
が
運

営
に
協
力
。

ま
た
、
四
月
十
四
日
の
事
前
説

明
会
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
講
習
を
受
け
、
本

番
に
備
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
鍼
灸
大
学
の
協

力
で
、
ラ
ン
ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
回
大
会
か
ら
大
会
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
方
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

7 広報なんたん5月号

2007.5

岩
田
　
勇
さ
ん
（
72
歳
）

これまでの全ての大会に
参加してきました。参加者
に美しいダム湖畔を楽しく
走ってもらえると、ボラン
ティアスタッフとしてのや
りがいを感じます。これか
らも、参加者の思い出に残
るような大会として、続け
ていきたいです。

▲給水所で選手たちを励まします

▲事前説明会でのAED講習

▲新緑の府民の森を一斉にスタート

▲ゴール後に計測機を回収

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に�

　
支
え
ら
れ
て
迎
え
た
十
回
大
会

　
支
え
ら
れ
て
迎
え
た
十
回
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に�

　
支
え
ら
れ
て
迎
え
た
十
回
大
会�

「
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

今
西
綾
子
さ
ん
（
53
歳
）

ランナーに「がんばれ！」
と声を掛けるのが楽しいで
す。私たちの声援で元気に
走ってもらえることに、ボ
ランティアスタッフとして
の楽しさを感じます。この
楽しさを通じて、これから
も大会を盛り上げていきた
いです。

「
私
た
ち
の
声
援
で
元
気
に
走
っ
て
」



な
る
よ
う
に
、
友
情
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

統
合
式
終
了
後
に
は
入
学
式
が

行
わ
れ
、
殿
田
小
学
校
下
村
虔

た
か
し

校

長
が
「
今
夏
に
は
新
し
い
校
舎
も

完
成
し
、
自
然
の
豊
か
な
環
境
を

生
か
し
て
、
心
豊
か
な
児
童
を
育

て
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
を
代
表
し

て
、
六
年
生
の
栃
下
文
吾
君
が

「
こ
れ
か
ら
は
殿
田
小
学
校
の
仲
間

で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
何
で

も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

殿
田
小
学
校
は
新
入
生
が
二
十

四
人
で
、
全
校
児
童
数
は
百
四
十

二
人
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
三
月
で
閉
校
し
た

五
ヶ
荘
小
学
校
と
、
殿
田
小
学
校

と
の
統
合
式
を
、
新
し
く
完
成
し

た
殿
田
小
学
校
体
育
館
で
行
い
ま

し
た
。

統
合
式
で
は
齊
藤
進
南
丹
市
教

育
委
員
会
委
員
長
が
「
五
ヶ
荘
小

学
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た

な
殿
田
小
学
校
と
し
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
佐
々
木
市
長
が
「
子
ど
も

た
ち
が
大
き
な
希
望
を
胸
に
、
統

合
し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

六
年
生
の
吉
田
奈
菜
さ
ん
と
木
村

未
優
さ
ん
が
、「
よ
り
良
い
学
校
に

8
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▲新入生24人が元気に入学

▲市長に答申を行う 委員長（左から2人目）高井�

▲野生鳥獣対策が話し合われました

▲新たな殿田小学校が始まりました

新たな殿田小学校の第一歩を踏み出す
ー殿田小学校統合式・入学式ー

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

ー
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

障
害
者
及
び
障
害
福
祉
計
画
答
申
ー

被
害
を
最
小
限
に

捕
獲
計
画
を
立
て
る

ー
南
丹
市
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
運
営
協
議
会
ー

昨
年
八
月
に
策
定
委
員
会
を
設

置
し
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
、
南

丹
市
福
祉
計
画
「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
お
よ
び
「
障
害
者

及
び
障
害
福
祉
計
画
」
の
協
議
が

終
了
し
、
四
月
十
七
日
に
策
定
委

員
会
を
代
表
し
て

豊
委
員
長

と
木
村
純
三
副
委
員
長
が
市
長
に

答
申
を
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
地
域
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
子
育
て
支
援
と
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
、
今

年
度
中
に
「
南
丹
市
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

高
井�

四
月
十
一
日
、
南
丹
市
野
生
鳥

獣
被
害
対
策
運
営
協
議
会
を
市
役

所
で
行
い
、
森
林
組
合
や
猟
友
会
、

京
都
府
な
ど
か
ら
二
十
一
人
の
委

員
が
出
席
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
杉
森
寛
会
長
が

「
近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
で

作
物
の
生
産
意
欲
が
薄
れ
て
き
て

お
り
、
被
害
防
止
策
が
急
務
で
あ

る
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
八
年
度
の
野
生

鳥
獣
に
よ
る
被
害
報
告
が
あ
り
、

住
宅
地
で
の
熊
の
目
撃
例
が
あ
る

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

今
後
の
捕
獲
計
画
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。



行
政
相
談
委
員
　
委
嘱

行
政
相
談
委
員
　
委
嘱�

行
政
相
談
委
員
　
委
嘱

行
政
相
談
委
員
　
委
嘱�

行
政
相
談
委
員
　
委
嘱�

麻 田　勝 司�

日下部  純子�

田 中　信 夫�

森　健 太 郎�

行政相談委員�
氏　名（敬称略）　担当地域�

八木町�

園部町�

日吉町�

美山町�
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▲一人ひとりに辞令が手渡されました

▲あいさつをされる松本浩子前会長

▲AEDの説明を受ける中学生

AEDで心停止の救命措置を体験
ーAED取り扱い説明会ー

地
域
の
健
康
は
私
た
ち
が
守
る

ー
南
丹
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
総
会
ー

四
月
十
九
日
、
南
丹
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
総
会
が
、
南

丹
市
園
部
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。同

協
議
会
で
は
「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉

に
、
地
域
の
食
生
活
改
善
を
中
心

に
、
百
八
十
四
人
の
会
員
の
方
が

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
八
木
支
部
松
本
浩

子
前
会
長
が
「
地
域
の
健
康
を
私

た
ち
の
手
で
守
っ
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
の
会
長
に
東
増
美
さ
ん
が
選

任
さ
れ
、
離
乳
食
教
室
な
ど
の
事

業
計
画
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
民
間
の
有
識
者
の
中
か
ら

委
嘱
し
て
い
る
委
員
で
、
行
政

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
、
解
決
を
図
る
業
務
を
無
報

酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

四
人
の
委
員
が
各
地
区
を
担

当
し
相
談
所
を
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

相
談
所
開
設
日
程
は
、
市
役

所
総
務
財
政
課
庶
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
四
月
二
十
七
日
発
行
の
「
お

知
ら
せ
な
ん
た
ん
」
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

℡（
〇
七
七
一
）六
八
―
〇
〇
〇
二

地
域
の
交
通
安
全
を
守
る

ー
交
通
指
導
員
辞
令
交
付
式
ー

四
月
十
六
日
、
南
丹
市
交
通
指

導
員
の
辞
令
交
付
式
を
市
役
所
で

行
い
ま
し
た
。

南
丹
市
交
通
指
導
員
は
地
域
の

交
通
安
全
の
保
持
と
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
の
啓
発
や
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
五
十
六

人
が
活
動
し
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
九
人
が
交
通
指
導
員
と

し
て
活
動
を
し
ま
す
。

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
「
地

域
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
の

交
通
安
全
活
動
を
心
か
ら
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

指
導
員
と
し
て
の
心
構
え
や
実
技

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
六
日
、
南
丹
市
立
園

部
中
学
校
で
市
内
お
よ
び
京
丹
波

町
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

講
習
会
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
六
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
明
治
鍼
灸
大
学
附

属
病
院
麻
酔
科
の
智
原
栄
一
先
生

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
説
明
が
行
わ
れ

た
後
、実
際
に
参
加
者
が
人
形
を
使

っ
て
救
命
措
置
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
昨
年
度
に
園
部
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
北
桑
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
市
内
の
各
中

学
校
に
寄
贈
い
た
だ
き
、
心
停
止

の
救
命
措
置
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
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▲八木支所で行った認定書の交付

▲真新しい寮舎を見学する山田知事ら

▲西本梅小学校に寄贈された太鼓

太鼓活動のたすきをつなぐ
ー丹波路太鼓の会が太鼓を寄贈ー

淇
陽
学
校
新
寮
舎
が
完
成

ー
淇
陽
学
校
新
寮
舎
完
成
記
念
式
典
ー

四
月
十
九
日
、
園
部
町
栄
町
の

京
都
府
立
淇
陽
学
校
で
新
寮
舎
の

完
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
京
都
府
が
一
九
一
三

年
に
設
定
し
た
府
内
唯
一
の
児
童
、

生
徒
の
自
立
を
支
援
す
る
児
童
福

祉
施
設
で
、
現
在
、
二
十
七
人
の

生
徒
が
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
勉

学
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
寮
舎

は
、
旧
寮
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
建

て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

式
で
は
、
山
田
啓
二
知
事
が

「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で

広
報
な
ん
た
ん
四
月
号
に
掲
載
し
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

９ページ
（誤）小杉嘉之　⇒ （正）古杉嘉之

人口累計
（誤）
●総人口：35,751人

（－215）
（男：17,133人・女：18,618人）

（－132） （－83）
●世帯数：13,343世帯

（－122）
平成19年４月１日現在

（正）
●総人口：35,749人

（－217）
（男：17,132人・女：18,617人）

（－133） （－84）
●世帯数：13,341世帯

（－124）
平成19年４月１日現在

き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
勇
壮
な

太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い
支
給

ー
子
宝
祝
金
・
す
こ
や
か
手
当

支
給
認
定
式
ー

子
宝
祝
金
・
す
こ
や
か
手
当
支

給
認
定
式
を
市
役
所
各
支
所
で
行

い
ま
し
た
。

今
回
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で

に
申
請
の
あ
っ
た
新
生
児
二
十
六

人
（
園
部
十
二
人
、
八
木
五
人
、

日
吉
五
人
、
美
山
四
人
）
に
、
子

宝
祝
金
と
す
こ
や
か
手
当
て
の
認

定
書
が
、
各
支
所
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
八
木
支
所
で
は
、
四

月
二
十
四
日
に
市
役
所
担
当
者
か

ら
保
護
者
の
方
へ
制
度
の
説
明
を

行
っ
た
後
、
申
請
の
あ
っ
た
五
人

の
新
生
児
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

四
月
十
六
日
、
南
丹
市
立
川
辺

小
学
校
と
西
本
梅
小
学
校
、
京
都

府
立
淇
陽
学
校
に
丹
波
路
太
鼓
の

会
か
ら
三
台
の
太
鼓
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

丹
波
路
太
鼓
は
昭
和
五
十
五
年

に
旧
園
部
町
で
発
足
さ
れ
、
学
校

や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
け
る
太
鼓

の
普
及
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
寄
贈
は
同
会
が
解
散
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
市
内
で
太
鼓
の

活
動
を
さ
れ
て
い
る
学
校
の
う
ち
、

太
鼓
が
不
足
し
て
い
る
三
校
へ
、

今
後
の
活
動
の
発
展
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。
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六
月
一
日
か
ら
園
部
船
阪
郵

便
局
、
埴
生
郵
便
局
、
神
吉
郵

便
局
、
吉
富
郵
便
局
、
胡
麻
郵

便
局
、
日
吉
四
ツ
谷
郵
便
局
の

市
内
六
カ
所
で
、
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
証
明
、
納
税
証
明
書

な
ど
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

取
扱
郵
便
局
の
窓
口
で
証
明

書
の
交
付
請
求
を
し
て
い
た
だ

く
と
、市
役
所
か
ら
郵
便
局
に
設

置
し
た
専
用
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
個
人

情
報
保
護
の
た
め
、
各
郵
便
局

と
市
役
所
を
専
用
線
で
つ
な
い

で
い
ま
す
。

取
り
扱
え
る
郵
便
局
、
証
明

書
の
種
類
、
交
付
の
請
求
が
で

き
る
方
、
手
数
料
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
除
籍
謄
本
や
改
製

原
戸
籍
謄
本
の
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
市
役
所
・
各
支
所

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
者
の
本
人
確
認

の
た
め
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
、
外
国
人
登
録
証
明
書
な

ど
の
身
分
証
明
書
を
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

６月１日から�
市内６カ所の郵便局で住民票の写しなどの�
証明書が受け取れるようになります�

６月１日から�
市内６カ所の郵便局で住民票の写しなどの�
証明書が受け取れるようになります�

６月１日から�
市内６カ所の郵便局で住民票の写しなどの�
証明書が受け取れるようになります�

※委任状による取り扱いはできません。必ず本人が窓口で交付申請をしてください。 �
※運転免許証や健康保険証など本人確認ができるものをご持参ください。�
※上記の証明書以外の発行はできません。�

取扱郵便局� 郵便局で取り扱う証明書�
園部船阪郵便局�
（園部町船阪）�

手数料�申請できる方�証明書の種類�

戸籍全部事項証明書（謄本）�

戸籍個人事項証明書（抄本）�

外国人登録原票記載事項証明書�

住民票の一部および全部の写し�

戸籍附票の写し�

印鑑登録証明書�

所得証明書�

課税証明書�

納税証明書�

軽自動車税納税証明書�

本人または同一戸籍に�
記録されている方�

本人 �

本人または同一世帯に�
属する方�

本人または同一戸籍の附票�
に記録されている方�

 本人で印鑑登録証（登録�
カード）を持参した方�

本人�

本人�

４５０円/通�

３００円/件�

３００円/件�

３００円/通�

３００円/枚�

３００円/枚�

無  　料�

埴 生 郵 便 局 �
（園部町埴生）�

�
神 吉 郵 便 局 �
（八木町神吉）�

吉 富 郵 便 局 �
（八木町木原）�

胡 麻 郵 便 局 �
（日吉町胡麻）�

日吉四ツ谷郵便局�
（日吉町四ツ谷）�

受付時間　9：00～17：00�
土、日、祝日・休日�

12/29～1/3を除く 

身
近
な
と
こ
ろ
で

身
近
な
と
こ
ろ
で�

証
明
書
を
交
付
し
ま
す

証
明
書
を
交
付
し
ま
す�

身
近
な
と
こ
ろ
で�

証
明
書
を
交
付
し
ま
す�
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お元気で
すか？�

保健師で
す。�

―14―�

最
近
は
、
屋
内
外
問
わ
ず
施
設
内

禁
煙
、
分
煙
を
行
っ
て
い
る
場
所
が

増
加
し
、
飲
食
店
で
は
席
に
案
内
さ

れ
る
前
に
「
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
ま
す

か
？
」
と
の
問
い
か
け
が
一
般
的
に

な
り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
を
吸
う
人
、
吸
わ
な
い

人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
快
く
社
会
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
分
煙
の
徹
底
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
と
は
、
喫
煙
者
の
周
囲

の
人
が
、
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
に
健
康
増
進
法
が
施

行
さ
れ
、「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施

設
を
管
理
す
る
者
は
、こ
れ
ら
を
利

用
す
る
者
に
つ
い
て
、受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学

校
・
官
公
庁
は
も
と
よ
り
飲
食
店
・

娯
楽
施
設
・
事
務
所
な
ど
で
の
受
動

喫
煙
に
よ
る
被
害
は
、タ
バ
コ
を
吸

う
人
で
は
な
く
、そ
の
場
所
を
管
理

す
る
者
の
責
任
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、社
会
の
分
煙
化
が
広
ま

っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
分
煙
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
約
四
十
種
類

の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
、
次
の
よ
う

な
疾
患
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

＊
肺
が
ん
な
ど
の
各
種
が
ん
疾
患

＊
虚
血
性
心
疾
患

＊
慢
性
気
管
支
炎
を
は
じ
め
と
す
る

呼
吸
器
疾
患

＊
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

＊
妊
娠
中
は
、
低
体
重
児
・
流
早

産
・
妊
娠
合
併
症

タ
バ
コ
の
煙
は
、
タ
バ
コ
の
フ
ィ

ル
タ
ー
を
通
じ
て
口
腔
内
に
達
す
る

「
主
流
煙
」、
吐
き
出
さ
れ
た
煙
・
点

火
部
か
ら
立
ち
昇
る
「
副
流
煙
」
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
驚
く
こ
と
に
有
害

物
質
は
、
副
流
煙
の
方
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
で
問
題
に
な
る

の
は
、
喫
煙
者
は
も
と
よ
り
、
受
動

喫
煙
者
に
対
し
て
も
、
喫
煙
者
と
同

様
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
の
に
リ
ス
ク
を

背
負
う
こ
と
に
つ
い
て
、
分
煙
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

職
場
で
の
受
動
喫
煙
も
管
理
者
の

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
職

場
は
大
丈
夫
で
す
か
？

家
庭
内
で
の
喫
煙
は
換
気
扇
の
下

で
な
ど
、
家
族
の
健
康
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
外

出
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

歩
き
な
が
ら
家
族
の
近
く
で
何
げ

な
く
喫
煙
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
風
向

タバコは吸う人にも吸わない人にも害を与えます
マナーを守った喫煙を心掛けましょう

●
受
動
喫
煙
の
防
止

●
喫
煙
に
よ
る
リ
ス
ク

●
分
煙
の
大
切
さ

●
家
庭
で
の
受
動
喫
煙
の
防
止

禁
煙
週
間
が

禁
煙
週
間
が
始
ま
り
ま
す�

禁
煙
週
間
が

禁
煙
週
間
が
始
ま
り
ま
す�

禁
煙
週
間
が
始
ま
り
ま
す�

STOP  SMOKING

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
六
日
は
禁
煙
週
間
で
す
。

愛
煙
家
の
多
く
は
、
や
め
た
い
と
思
っ
て
も
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い

う
禁
断
症
状
の
た
め
、
禁
煙
の
達
成
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
喫
煙
年
数

が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、

た
ば
こ
の
害
に
よ
る
リ

ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。

「
ど
う
せ
挫
折
す
る
し
」

と
あ
き
ら
め
ず
、
何
度

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

確
実
な
禁
煙
を
お
勧
め

し
ま
す
！

き
に
よ
っ
て
家
族
は
副
流
煙
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
き
タ
バ
コ
は
、
家
族
だ
け
で
な

く
周
り
の
人
に
も
迷
惑
に
な
り
ま

す
。「
タ
バ
コ
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
で
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
携
帯
灰
皿
の
利
用
な
ど
、

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
重
ね
て
お
願
い
し
た

い
の
は
、
妊
婦
さ
ん
、
お
子
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
周
り
の
人
に
対
し
て

の
配
慮
で
す
。
煙
が
及
ぼ
す
体
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
、
確
認

い
た
だ
き
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
喫
煙

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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多治神社民俗芸能保存会の会長、藤井日出夫さんにお話をお伺いしました。
「多治神社は古い歴史のある神社で、『田原の御田』や『カッコスリ』など、大
変貴重な文化財が受け継がれています。この伝統行事には、大阪など多方面から
も毎年多くの方が見に来られ、ここで撮られた写真がコンクールで入賞されたと
の報告もいただきました。形があるものはもちろん、人から人へと伝承していく
無形のものは、保存・継承していくのが大変難しいことですが、地域の方々など
に長年にわたってお世話になり、守っていただいております」

「
作
太
郎
は
ん
、
け
し
か
ら
ん

今
日
は
良
い
日
で
す
わ
」「
作
次
郎

は
ん
、
そ
ん
な
結
構
な
日
や
っ
た

ら
ぼ
ち
ぼ
ち
始
め
ま
し
ょ
か
」「
そ

う
で
す
な
ぁ
」「
よ
っ
こ
ら
し
ょ
」

作
太
郎
と
作
次
郎
の
軽
妙
な
や

り
と
り
で
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、

一
年
の
稲
作
の
過
程
が
狂
言
風
に

演
じ
ら
れ
る
『
田
原
の
御
田
』。
毎

年
五
月
三
日
に
、
豊
作
を
願
っ
て
、

日
吉
町
田
原
の
多
治
神
社
で
行
わ

れ
る
伝
承
芸
能
で
、
平
成
十
二
年

に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
の
秋
祭
り
に
は
、

豊
作
を
祝
い
、
羯
鼓
（
か
っ
こ
）

と
呼
ば
れ
る
鼓
を
打
ち
囃は

や

し
て
踊

る
、
京
都
府
の
無
形
民
俗
文
化
財

『
カ
ッ
コ
ス
リ
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

多
治
神
社
の
本
殿
は
、
こ
れ
ま

で
四
度
建
て
替
え
ら
れ
て
お
り
、

現
在
の
本
殿
は
、
丹
波
地
方
で
は

最
大
級
の
規
模
を
も
つ
二
間
社
流

造
の
建
物
で
、
江
戸
時
代
の
宝
暦

五
年
（
一
七
五
五
）
に
建
立
さ
れ

た
京
都
府
登
録
文
化
財
で
す
。
本

殿
前
に
は
、
二
本
の
タ
ラ
ヨ
ウ
の

高
木
が
並
び
、
神
々
し
い
た
た
ず

ま
い
で
参
拝
者
を
迎
え
ま
す
。

田
原
川
沿
い
の
地
域
で
、
守
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
は
、

今
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

田
原
川
沿
い
で
今
に
生
き
続
け
る
民
俗
芸
能

多治神社民俗芸能保存会
会長 藤井 日出夫 さん

⑭

▲田原の御田（国指定重要無形民俗文化財）

▲多治神社本殿（京都府登録文化財）

作
次
郎：

良
い
お
天
気
で
。
毎
年
多

治
神
社
の
御
田
に
、
良
い
牛
を
お

世
話
し
て
も
う
と
る
で
、
今
年
も

一
つ
世
話
に
な
り
た
い
と
思
と
る

ん
で
す
が
。

作
太
郎：

毎
年
の
こ
と
や
で
、
良
い
牛

を
残
し
と
り
ま
す
。
こ
れ
、
見
て

く
だ
さ
い
。

作
次
郎：

な
ん
と
、
こ
れ
は
、
け
し
か

ら
ん
良
い
牛
で
す
な
。
つ
い
て
は
、

値
段
を
決
め
ん
こ
と
に
は
…
。

作
太
郎：

二
十
両
で
ど
う
で
っ
し
ゃ

ろ
。

作
次
郎：

い
や
い
や
、
も
う
ち
ょ
っ
と

負
け
て
も
ら
え
ま
へ
ん
か
。

作
太
郎：

ほ
ん
な
ら
、
二
十
両
の
と

こ
ろ
を
、
負
け
て
二
十
五
両
に
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
か
。

作
次
郎：

へ
ぇ
、
そ
ら
う
れ
し
い
。
二

十
両
の
と
こ
ろ
を
、
二
十
五
両
に

負
け
て
も
ろ
て
、
そ
う
し
ま
し
ょ
。

作
太
郎：

お
お
き
に
。

田
原
の
御
田（
牛
買
い
・
一
部
抜
粋
）

―
作
次
郎
と
牛
売
り（
作
太
郎
）
―

～多治神社（田原の御田、カッコスリ）～�
た  じ� たわら� おんだ�

～多治神社（田原の御田、カッコスリ）～�
た  じ� たわら� おんだ�
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「

で
入
学
式
を
挙
行
」

（
4
／
13
・
京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
入
学
式
　
4
／
16
・
京
都
建
築
大
学
校
入
学
式
）

南丹市八木公民館が、地域のお年寄りの生涯学習と
して取り組んでいる「南丹大学」の開講式を同公民館
で行いました。式では、今年度登録した220人の受講
生に事業計画が説明されました。また、地元の福寿寺
の鈴木春海住職による「いきいき　生きる」と題した
講演が行われました。鈴木住職は「70歳、80歳からが
本当の人生。自分の趣味を高めることで得られる充実
や達成感を生きがいに、元気な毎日を送りましょう」と
受講生に呼びかけていました。

今年度から名称を新たにされ
た＜専＞京都伝統工芸大学校（松村賢
治校長・生徒数453人）、＜専＞京都建
築大学校（吉田晉校長・生徒数
2,077人）の入学式が園部町小山東
町の両校で行われました。
＜専＞京都伝統工芸大学校の入学式
では松村校長が「大きな夢を持って、
それに向かってまい進してください」
と式辞を述べられました。また、新
入生を代表して加藤由香子さんが
「豊かな感性を身につけ、伝統工芸
の継承者となれるよう努力していき
ます」と決意を述べられました。
今年度、＜専＞京都伝統工芸大学校
では198人、＜専＞京都建築大学校で
は589人が入学されました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

▲好きな絵柄を張り付けて完成

▲鈴木住職の講演に耳を傾ける参加者

「
生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気

な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

（
4
／
27
・
南
丹
大
学
開
講
式
）

「
世
界
に
一
つ
の

食
器
を
つ
く
ろ
う
」

（
4
／
30
・
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
器
を
つ
く
ろ
う
」）

「オリジナル食器をつくろう」と題
した食器の作成教室を南丹市日吉町生
涯学習センターで行いました。
市内の方を対象に同センターが行っ
た教室には、親子連れや地域の子ども
たち、主婦などおよそ30人が参加。
参加者らはコーヒーカップやケーキ
皿、サラダボールなど用意された白磁
器に、花柄やかわいい動物など、さま
ざまな模様が描かれた転写シールを水
でふやかして張り付け、思い思いの作
品を作っていきました。
食器は、同センターによって焼き上
げられた後、参加者に渡されます。

▲決意を述べられる加藤由香子さん

京
都
建
築
大
学
校

京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
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「
美
山
川
に
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
流
」

「
南
丹
市
園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
利
用
で
き
ま
す
」

美山漁業協同組合（上林實組合長）は、
今年も美山川に稚アユの放流を行いまし
た。今年はこの日を皮切りに10回にわた
り、合わせて6㌧（およそ100万匹）が放
流される予定です。
毎年、多くの釣り人でにぎわう美山川。

今年の友釣りの解禁日は6月10日というこ
とで、順調に成育してくれるようにと、漁
協役員らは元気に泳いでいく稚魚を見守っ
ていました。

▲「元気に大きく育てよ」

第1回南丹市グラウンドゴルフ協会春季
大会が、南丹市園部公園スポーツ広場で
開催されました。
4月1日に南丹市グラウンドゴルフ協会

（会員数716人）が発足し、初めてとなっ
た大会には260人が参加。人見章郎会長が
「会員同士の親睦を深め、高齢者の健康推
進につなげたい」とあいさつされました。
競技では、お互いの練習の成果を競うとと
もに、会員同士が和やかに会話を交し合う
など、親睦の深まる大会となりました。

身近な健康管理として、生活習慣病
の予防や健康づくりを目的に楽しい健
康ウォーキングに取り組まれている
sonobe健歩会。4月21日のウォーキ
ングでは南丹市園部町の京都新光悦村
から千妻までを歩かれました。途中、
新光悦村では佐々木市長が歓迎のあい
さつを行ったあと、市の担当者から新
光悦村の説明があり、整備された散策
道やため池などを見学して、新たな地
域の歴史を感じていました。

旧園部町から引き継いで事業を行っ
てきた南丹市園部公園スポーツ広場が
完成し、今春から利用が可能になりま
した。当広場は21,100平方㍍で野球コ
ートとして1面、サッカーコートとして
2面が利用可能です。利用料金は市内に
在住、在勤されている方、市内で活動
されている団体は、午前中2,100円、午
後からは3時間以内の利用が2,100円で
それを超えるごとに１時間700円が加算
となります。
利用に関しては、管理する南丹市園

部海洋センター（℡0771-68-0084）へ
お問い合わせください。

（
4
／
17
・
ア
ユ
の
稚
魚
放
流
）

「
楽
し
く
歩
い
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
」

（
4
／
21
・
s
o
n
o
b
e
健
歩
会
　
歴
史
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

「
会
員
の
親
睦
を
深
め
健
康
推
進
に
つ
な
げ
る
」

（
4
／
21
・
南
丹
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
交
流
大
会
）

（
4
／
15
・
南
丹
市
長
杯
少
年
野
球
大
会
）

▲会員同士の親睦を深めました

▲「健楽憩
た の し

の園」を散策する参加者

▲使い初めを記念して行われた少年野球大会

2007.5



日
吉
町
地
域
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、
来
年
度
に
は
美

山
・
八
木
地
域
で
も
サ
ー
ビ
ス
開
始

で
す
。
き
れ
い
な
テ
レ
ビ
画
像
と
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
毎
日
が
楽
し
く
な
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

主
放
送
で
は
身
近
な
話
題
が
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
る
と
い
う
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｓ
）

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

編
集
後
記
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DATADATA
●総人口：35,892人（＋143)
（男：17,245人・女：18,647人）

（＋113） （＋30）

●世帯数：13,553世帯（＋212)
（平成19年5月1日現在）

（ ）内は前月比　

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは企画情報課秘書広報係まで

平
成
十
八
年
度
京
都
広
報
賞
（
一
枚
写
真
の
部
）
で
広
報

な
ん
た
ん
七
月
号
一
面
「
ぼ
く
ら
は
ち
び
っ
子
消
防
士
！
」

（
撮
影
・
清
水
隆
行
）
が
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
軛子
ど

も
た
ち
の
未
来
や
消
防
・
防
火
に
対
す
る
意
識
が
感
じ
ら
れ

る軣
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

京都広報賞で知事賞を受賞�京都広報賞で知事賞を受賞�

５月３日から６日に「府民の森ひよし」で行われた「新緑祭」。子どもに大人

気のモノレールは、森を抜け約10分で山の頂上へ到着します。森を吹きぬけ

る爽やかな風と、眼下に広がる景色に新緑の色を増す季節を体感できます。

府民の森ひよし「新緑祭」

ふるさとの風景再発見 ！�
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